
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 奥玉保育園映画会④ DVD教材「たまごにいちゃん」上映   R8.1.20  
    
第４回目の奥玉市民センター視聴覚事業「奥玉保育園映画会④」が

１月 20 日に、園児や先生方 32 名が参加して同園ホールで開かれま
した。今回の上映は、「たまごにいちゃん」のお話 3 話（約 30 分）。 
初めに市民センター職員からクイズを２問。「にわとりのこどもは、

なんというでしょう？」「にわとりは、一日なんこのたまごをうむで
しょうか？」と子どもたちの興味を誘いながら上映スタート。 
お話の中で、「たまごにいちゃんの卵の殻がいつ割れるかな」と気

にする様子や「卵がコロコロ転がるのが面白かった」などの感想もあ
り、終始楽しく見ることができました。この視聴覚教材 DVDの活用
事業は、来年度も保育園と日程調整しながら進められます。 
        

飛ヶ森キャンプ場 老朽テントデッキの解体撤去 
     
この度、老朽化したキャンプ場のテントデッキ４基の解体撤去が行

われました。このデッキは、平成 24年に設置されたものですが、経
年と共に木製部分が朽ちて危険な状態となり、数年前から使用禁止と
していたものです。地元や利用者からは更新の要望もあり、財政当局
に対し新設予算の獲得にも努力しましたが、市の公共施設等総合管理
計画の方針で今回の撤去となったものです。 
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令和８年２月中旬～ ３月初旬の主な行事予定 
日 曜日 時間 行 事 内 容 場 所 等 

15 日 9:30 宝築自治会通常総会・市政を聞く会・新年交賀会 ホテル三嶋の湯 

15 日 13:00 三沢地区三団体合同通常総会 三沢自治会館 

22 日 10:00 花貫地区三団体合同通常総会 花貫文化会館 

22 日 13:30 大平地区五団体合同通常総会 大平集落センター 

28 土 9:30 学びの土曜塾⑨「フットサル教室②応用編」 維新館 

４ 水 8:30 維新館床ワックス委託清掃 維新館（新生ビル管理） 

６ 金 8:30 奥玉老人クラブ連合会健康増進研修事業（日帰り） 遠野市「たかむろ水光園」 
   

新
年
交
賀
会
や
ど
ん
と
祭
の
記
事
を
ま
と

め
て
い
る
う
ち
に
、「
蔦
の
年
越
し
」
そ
し
て
立

春
で
す
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一
月
号
で
「
お
年
玉
ク
イ
ズ
」
の
募
集
を
載

せ
ま
し
た
が
、
一
月
末
で
応
募
総
数
は
15
通
で

し
た
。
反
応
が
少
な
い
と
不
安
な
の
で
感
想
や

意
見
は
随
時
お
寄
せ
く
だ
さ
い
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「
毎
日
難
儀
な
こ
と
ば
か
り
・
・
♪
」
最
近

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
の
主
題
歌
が
耳
か
ら
離
れ
ま

せ
ん
。「
そ
ん
な
じ
ゃ
ダ
メ
だ
」「
こ
れ
で
も
い

い
か
」
の
悩
み
と
妥
協
の
連
続
で
す
が
、「
落
ち

込
ま
な
い
で
諦
め
な
い
で
・
・
♪
」
と
励
ま
さ

れ
、
今
日
も
机
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。（
達
） 
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おくたま歳時記 蔦の年越し 蔦
つた

の正月 
蔦は年中青いから、家の繁昌・子孫の繁

栄を願って先祖代々よいことが伝（ツタ）
わるように、正月末日に神前や門口に蔦
を飾る風習です。 
我が家では、「オシノグイ」と呼ばれる

皮を剥いだ杉の柱を門口に二本立て、し
め縄と松飾りを行い、松おさめの後は、三
十日に蔦と杉の葉を飾り「蔦の年越し」を
行います。杉とツタの飾りは、「過ぎ」て
「伝」わる、の語呂合わせとのこと。「オ
シノグイ」は、秋の収穫した稲を干す「稲
架掛け」に利用されていました。（達） 
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成長・飛躍の午年に！令和８年奥玉地区新年交賀会 R８.1.17 
                                          

奥玉地区の新年交賀会が１月 17 日にマリアージュ
を会場に、勝部修名誉顧問（前市長）はじめ来賓や地
区民など 50 名の出席で盛会裏に開かれました。 
 オープニングは、入山沢餅つき隊による「餅つきの
実演と振る舞い餅」。出席者も餅つき唄に合わせ実演
に参加。早速、搗きたての餅が参加者に配られました。 
千葉喜代一運営委員の先導で市民憲章を唱和した

後、菅野政彦会長の主催者挨拶。次いで、来賓の市長
（代理、菅原由幸千厩支所長）及び飯澤匡県議会議員
から挨拶があり、藤野壽男顧問の発声で高らかに乾杯。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中日向自治会の藤野晃さん、熊谷和郎さんによる祝謡「四海波」、若柳流梅寿会の菅野敬子さんに

よる祝舞「福壽の舞」の後、懇親の部に入り歓談。余興やアトラクションで更に盛り上がりました。 
 余興の部では、根山打ちばやし保存会６名の皆さんによる「通りばやし」「おいとこ」「江戸矢
車」など太鼓演奏が行われ、また、菅野敬子さんによる踊り「浪花魂」や飛び入りの「おいとこ」に
大きな声援が送られていました。 
 「お楽しみ抽選会」では 20 本の豪
華景品に、当選者は歓喜。会場が一気
に最高潮となり、名残惜しいところ
で、千葉幸司区長会長の発声で万歳三
唱し、中締めとなりました。 
 この新年交賀会で、今年も本格的な
事業運営等がスタートしました。 
 本年もよろしくお願い申し上げます。 
         
奥玉市民センター小正月行事 繭玉ならし   1/15 

1 月 15 日の早朝、奥玉市民センターの
玄関ロビーに、職員で繭玉を飾りました。 
養蚕が盛んだったこの地域では、小正月

のものまね行事として多くの家庭で行わ
れてきた伝統行事です。水木の枝に職員手
作りの団子をならし、せんべいや最中など
をつるし、今年一年の豊作を祈りました。 

  

“笑顔と自然”あふれる奥玉 ～守り・創り・

－４－ －１－ 

Okutama News

映画を鑑賞する園児（保育園ホール） 

写真は、重機による解体撤去作業（飛ヶ森キャンプ場 R8.1.17） 
根山打ちばやし保存会の皆さん（アトラクション） 

餅つき隊の実演      祝謡「四海波」 祝舞「福壽の舞」       藤野壽男顧問の「乾杯」 

勝部修名誉顧問（中央）を囲んで    余興「おいとこ踊り」の面々 



 

   

奥玉にゆかりの千葉栄さん・千葉浩さんに特別顧問を委嘱   R８.1.1７ 
地域づくりへの指導・助言 「おくたまの応援隊」として期待！             

 
奥玉振興協議会では、令和 8 年新年交賀会の席上で、奥玉にゆかりのある千葉栄さん（元奥玉小学校長、

奥州市）と千葉浩さん（元奥玉駐在所長、川崎町）の２名に対し「特別顧問」の委嘱状を交付しました。 

お二人には地域づくり活動への協力や当協議会

事業への指導、助言を期待しており、無報酬ですが、

ご快諾を得ての委嘱となりました。 

特別顧問には、これまで勝部修さん（前一関市長、

奥玉出身）と河合純子さん（フリーアナウンサー、

室根町在住）の２名を委嘱しており、これで計４名

となります。 

 「奥玉の応援隊」となったお二人からは、「地域

の皆様によろしく」とのお言葉がありました。 
 

宝築自治会と中日向自治会で「どんと祭」 無病息災を祈願  R8.1.11～12 
   
宝築自治会（吉田進会長）のどんと祭が、1 月 11 日に宝築集落センター脇広場で地区民など 30名ほ

どが参加して行われ、この一年の無病息災や家内安全を祈りました。 
この日は、櫻森神社の祭主による神

事に次いで吉田会長など関係者による
玉串奉奠の後、子供会の代表者が清め
の塩をまき、積み上げられた正月飾り
などに点火が行われ、燃え上がる炎を
囲みながら参加者で新年の抱負を語り
会っていました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 中日向自治会（藤野守会長）でも恒例のどんと祭が 1 月 12日になかひなた会館脇の広場で、
地元地区民や消防団員など約 50 名が参集して行われました。 
積雪と寒風の吹き荒ぶ中で会場準備が行われ、櫻森神社の祭主による神事、藤野会長など関係者

の玉串奉奠の後、消防団員や地区民の見守る中、持ち寄ったしめ縄や正月飾りなどに点火されると
勢いよく燃え上がっていました。 
会場には、地元の木工創作家とし

て著名な熊谷和郎さんの制作によ
る赤い鳥居に、干支の馬が装飾され
た手作り絵馬８個も飾られ、参加者
の注目を集めていました。絵馬は、
どんと祭終了後に午年生まれの参
加者にプレゼントされました。 
 
 

櫻森神社「どんと祭」   裃姿の年男が富くじ入りの餅まき！  R8.1.12 
   
櫻森神社恒例の「どんと祭」が１月 12 日に神社関係者や地区民、地元消防団員など約 100 名参加し、

同神社境内で行われました。初めに神事として奥玉昌代宮司の祝詞奏上が行われ、次いで町下・天ケ森地

区内の各団体長や会社・事業所代表などが順に玉串奉奠を行い、参加者全員で無病息災や家内安全、五穀

豊穣などを祈願。この日は強風のた

め、持ち寄ったしめ縄や正月飾り、

古いお札などへの火入れは延期さ

れました。 

 その後、恒例の餅まきが行われ、

祝年を迎えた年男、小野寺博之さん

と佐藤良一さんの２名が裃姿で社

殿から富くじ入りの餅をまき、大吉

賞①・②などの賞品が当たると歓声

が沸き起こっていました。 
 

大平自治会 新春祝年会 「打ちばやし」や「長生きよさこい」で祝福 R８.1.11 
   
大平自治会（加藤博幸会長）の新春祝年会が 1 月 1１日、大平集落センターで行われ、約 50 名の皆さ

んが参加し、親睦と交流を深めました。今年の祝年者は、満 18 歳、数え 42 歳、62 歳（還暦）の 11 名
で、当日参加された 6名の方々に、それぞ
れ御札と記念品が授与され、加藤会長から
お祝いの言葉が贈られていました。 
乾杯の後、祝謡や祝宴、アトラクションで

は、根山打ちばやし保存会の皆さんの太鼓
演奏、結の会の皆さんの「長生きよさこい」
やサロンせせらぎの皆さんの「黒田節」など
趣向を凝らした踊りが披露されたほか、景
品の当たるビンゴゲームなどで盛り上がり
を見せていました。 
   

花貫自治会 新春交流会 ニュースポーツ体験や感心な子ども表彰 R８.1.11
    
花貫自治会（村上達男会長）では、恒例の新春交流会が 1月 11 日に 40 数名の参加で行われました。 
この日は、「自主防災訓練」として避難・通報・消火の総合訓練や発電機・投光器の動作訓練。「コミュ

ニティスポーツ大会」として「モルック」のニュースポーツ体験。「新春交流会」の席上では、５名の小学
生を励ます『第 22 回感心な子ども表彰』のほか「花いっぱいコンクール」と「環境美化功労者表彰」の受
賞報告や「お楽しみ福引き」
なども行われました。 
また、女性部特製の「豚汁」

も振る舞われ、和気あいあい
の中、子供たちも一緒となっ
た地区民の親睦・交流が図ら
れていました。 

 

     

あらたま基金で激励 中学校バドミントンで東北大会に出場の２名 １２/２６～28 
     

12 月 26 日から 28 日まで青森県弘前市で開催された第 18 回東北中学校バドミントン選手権大会に
出場した千厩中学校２年の岩渕慧心（けいしん）さんと藤田亜流斗（あると）さんの２名にあらたま基金管理
委員会から激励金を贈り活躍を応援しました。 
    
同大会の結果は、初戦は弘前二中（青森）に勝利し

ましたが、次戦では優勝チームのふたば未来学園中
（福島）に惜しくも敗れました。 
また、岩渕さんは１月 12 日に北上市で行われた県

中学校バドミントンダブルス大会にも千厩中チーム
として出場し、ベスト 8 の結果を残しました。 
二人は維新館で毎週定期練習を重ねており、今後の

活躍も期待されます。 
 

   
I・E・S・B アンサンブルコンテスト岩手県大会で銀賞受賞♪  R８．1.18 

     
 盛岡市マリオスで 1 月 18 日に開かれた第 46 回岩手県アンサンブルコンテスト（県大会）に地区代表
として出場した IESB（アイ・イー・エス・ビー）は、管楽四重奏で『レ・ミゼラブル』を演奏し、小学生の
部で見事銀賞に輝きました。目標としていた金賞には
一歩届きませんでしたが、メンバーは元気に市民セン
ターを訪れ、大会の結果を報告してくれました。 
 審査員の講評も「たった 4 人でこんなに音楽で物語
が作れるんですね！テンポ感などとても息の合ったア
ンサンブルでした」など今後の励みとなるものでした。 
 児童４人のメンバーには、あらたま基金管理員会か
らそれぞれご褒美を贈り、活動を応援しています。 
  
 
 

－２－ －３－ 

元奥玉小学校長の千葉栄さん 元奥玉駐在所長の千葉浩さん 

櫻森神社境内での神事 富くじ入りの餅まき 

激励金を手にする岩渕慧心さん（中央）と藤田亜流斗さん（写真右） 

アイ・イー・エス・ビー 

結の会の皆さんの踊り「長生きよさこい」と祝年者の皆さん 

写真は消防訓練とモルックの体験 

写真は受賞の報告に訪れたメンバー2 人と「銀賞の賞状」 


